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１.調査の背景・目的

１-1 背景（R4年度第1回分科会資料より引用）
• いちき串木野市では、エネルギーと産業振興を組み合わせた「環境維新のまちづくり」を推進。このよう
な中、本市沖合を含む薩摩半島西部の海域において、複数の洋上風力発電計画が公表されている。

• しかし、洋上風力発電によるメリットや課題などは不明な点が多いのが現状であるため、洋上風力発電
に関する各種情報の調査・研究等を行い、地域関係者等と共に知見を深めることが必要。

• 昨年度（令和５年度）は、ゾーニングマップの精査を図るとともに、関係者等へのヒアリングを通じて具
体的な産業におけるサプライチェーン構築の方向性や地域振興策の立案などを行った。

• 本年度では、昨年度調査結果を踏まえ、漁業関係者が懸念する影響やニーズなどを細かく把握するこ
とで、地域一体となった漁業振興のためのビジョン・戦略を作成し、市内産業関係者の勉強会・ヒアリ
ングを通じた地域振興策の事業スキームのさらなる具体化を図ることで、市内産業のサプライチェーン
構築に向けた準備していく。さらに、関係者の意向や地域振興策との連動を考慮した産業拠点化形
成に向けたロードマップを作成する。

• これらの調査・研究を通して市が描く地域共生・協調型洋上風力のあるべき姿の具体化を図る。

１-2 本年度の目的
令和６年度調査のポイント

促進区域指定に向けた準備と市が描く洋上風力発電の将来像への共感
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２.昨年度（令和5年度）の振り返り

導
入
可
能
性
調
査

地
域
振
興
策
検
討

令和４年度 令和５年度

海洋生物
現地調査

眺望景観
調査

専門家
ヒアリング

漁業実態
調査

漁業・海砂・海運の
先行利用者への意
見・要望の聞き取り

法的制約条件、
地域特性の反映

漁業関係者におけるより
具体的な海域利用実
態や重要度調査

自衛隊や放送用無線の
通信阻害への配慮に

向けた調査

市沖に精通する学識経
験者へのヒアリング

洋上風力発電に係る政策の
最新動向の収集整理・反映

洋上風力発電に関する各種情報や地域概況の収集整理等による調査・研究

洋上風力発電調査研究に関する分科会
洋上風力発電調査研究協議会

洋上風力発電調査研究に関する分科会
洋上風力発電調査研究協議会

市の環境面、経済面、社
会面から市の主な
課題・ニーズ整理

国内外の先進的
地域振興策の事例調査

地域振興策の具体化

利害関係者（漁業関係
者、海砂利事業者、商
工会等）へのヒアリング

事業スキームや実施手順等の
具体的整理

地域振興策の方向性

環境特性の資料収集 ゾーニングマップ作成 ゾーニングマップ精査

• 令和４年度は、洋上風力発電について、地域関係者等と共同で調査研究を行い、漁業や環境面での配慮
事項を整理し、ゾーニングマップを作成することで、認識の共有化を行った。

• 令和5年度は、再エネ海域利用法による促進区域の指定に向けた追加的な情報の収集及びヒアリング調査を
実施しゾーニングマップを精査したほか、市の特色にあった漁業振興や地域振興施策の具体化を行い、市全
体としての気運醸成を図った。

１）全体の調査概要
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２.昨年度（令和5年度）の振り返り

• 昨年度に行われた計3回の分科会と計3回の調査研究協議会では、洋上風力発電のゾーニングマップ
の精査結果やサプライチェーン構築の方向性や地域振興策の立案の共有・協議を図った。

各回の主な議題 主なご意見

【第1回】
• ゾーニングマップの精査に 向けた調査
方針

• ヒアリング調査の実施方針
【第2回】
• ゾーニングマップの精査結果（中
間）

• 地域振興策等の検討結果（中
間）について

• 地区説明会の開催概要について

• 地域振興策の検討に
向けて、洋上風力発
電事業が先行してい
る海外の事例も集め
るべきではないか。
（調査研究協議
会）

• 漁業の操業エリアが実
態と異なると予想され
るところがあるので再
度確認が必要。（分
科会）

調査結果への反映内容

• 最新の公表資料を中
心に海外の地域振興
策に係る事例を収集
し参考とした。

• 関係者に再度ヒアリン
グ等を実施し、ゾーニ
ングマップの精査を行っ
た。

【第3回】
• ゾーニングマップの精査結果
• 拠点港・O&M港誘致に向けた調査・
研究結果

• サプライチェーン構築に向けた調査・
研究結果

• 地域振興策等の検討結果

2）分科会・調査研究協議会の開催・協議
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２.昨年度（令和5年度）の振り返り

• 調査対象区域における環境・社会・経済面の制約条件のもと、関係者等との調整を行ったゾーニング
マップを精査した。

地域の自然的社会的条件に応じて
環境の保全への適正な配慮が必
要であるが環境保全措置を講じる
ことで立地の検討が可能な区域や
利害関係者の操業区域であるが
一定の条件下で立地の検討が可
能な区域

配慮エリア

地域の利害関係者・環境等への配
慮を図りながら設定する発電施設
の導入への許容が見込まれる区域

推進エリア

ゾーニング条件に応じ
4段階のランクで海域
を色分けして整理

調整エリア

保全優先エリア

利害関係者との調整が必要な区域

法令等での許認可が困難な区域

3）調査結果詳細（洋上風力発電の導入可能性調査）
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２.昨年度（令和5年度）の振り返り

• 利害関係者へのヒアリング調査結果を踏まえ、地域貢献度が高い地域振興策の推進に向けた取組・
対策を立案し、推進プロジェクトとしてとりまとめた。

3）調査結果詳細（地域振興策調査）

漁業施設等の地域における電力利用

運転管理・保守点検（O&M）事業会社の設立

地元企業への組織化支援とマッチング支援

風車補修基地、保守部品基地港、
風車ブレード補修、タービン保守部品基地港

基金等の創設

藻場の保全、モニタリング

調査、点検業務等での漁船の活用

人工漁礁の設置

放流栽培漁業

養殖漁業

洋上風力発電見学ツアーの企画・実施

風力関連グッズ、水産加工品のブランド化

長期滞在・交流型ワーケーションの推進

非常時の防災拠点への電源供給

地球
環境

地元
経済

漁業

観光

防災

①洋上風力を活用した
電力地産地消事業

③洋上風力発電
拠点整備事業

④洋上風力に係る
漁業協調事業

②洋上風力に係る
地域産業振興事業

⑤洋上風力に係る
地域PR事業

電力需給調査、事業スキーム検討

域内事業者への相談、事業主体の構築

事業主体の構築、市内業者ニーズ調査

港湾関係者間での協議、企業進出へのイ
ンセンティブ制度の事例収集及び検討

関係者意見交換、基金の役割等の整理

発電事業者への要望とりまとめ

仕様等の情報収集、協定締結への協議

集魚効果についての基礎資料の収集

適切な魚種の選定や収支を把握

水産会社と協力関係の構築

推進体制の構築

県協会との意見交換

施設の誘致検討

蓄電池等について設備容量の算定

地域貢献度が高い地域振興策 推進プロジェクト地域振興策推進に向けた取組・対策
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２.昨年度（令和5年度）の振り返り

• 洋上風力発電に関する市民の理解促進を図るため、市内沿岸域の地区を中心として、これまでの調
査内容の結果等に関する地区説明会を開催し、市民の理解の深まりを図った。

4）地区説明会の開催

理解度 市の洋上風
力発電事業
の印象
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7月
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

6月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

調査研究協議会 漁業振興策
検討会・作業部会

地域振興策
勉強会

調査検討

★第１回調査研究協議会
（R６年度調査計画）

★第２回調査研究協議会
（ヒアリング調査結果等）

★第２回検討会
（振興策案の検討協議）

★第１回検討会
（振り返り）
（アンケート）

★第３回調査研究協議会
（本年度のまとめ、
次年度以降の予定）

★第３回検討会
（本年度のまとめ、
次年度以降の予定）

• 以下の通り全体スケジュールを組み立て実施。
• 市内の漁業関係者や産業関係者との協議・意見交換を重ねて地域振興策等の具体化を図る。

１）全体の調査概要

第１回
作業部会
(各漁協)

第２回
作業部会
(各漁協)

第３回
作業部会
(各漁協)

★第１回勉強会
（検討方針、工程）

★第２回勉強会
（検討方針、工程）

ヒアリング
調査

とりまとめ

地
域
振
興
策
の
検
討

洋
上
風
力
産
業
の

検
討

漁
業
振
興
策
の
検
討

とりまとめ 基本構想
の作成

関
係
事
業
者

ヒ
ア
リ
ン
グ

漁業振興策 地域振興策 洋上風力産業拠点化
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細
２地域振興策の検討１漁業振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化

に向けた検討

（1）目的

• 令和5年度に立案した漁業振興
策の事業スキームをさらに具体的
なものとする。

（2）具体的な調査

① 漁業振興策検討会・作業部会の開催
② 水産振興のビジョン・戦略の作成

令和5年度に立案した漁業振興策の事業スキーム
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細

（3）各調査方針
① 漁業振興策検討会・作業部会の開催

２地域振興策の検討１漁業振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化
に向けた検討

• 市内漁業関係者から、発電事業者に求めるべき漁業振興策のニーズ等を把握することを目的とし、
漁業振興策検討会・作業部会を3回にわたって開催。

• 検討会（漁協組合長
を対象）を設置し、４
漁協支所の振興策を
取りまとめる。

• 作業部会（役員、組
合員等を対象）を設
置し、漁協支所ごとの
振興策を取りまとめる。
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細

（3）各調査方針
② 水産振興のビジョン・戦略の作成

２地域振興策の検討１漁業振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化
に向けた検討

• 来年度以降の促進区域の指定を見据えた「意見とりまとめ」の準備として、過年度の検討結果およ
び市内漁業関係者との意見交換会の結果に基づき、具体的な漁業振興策をとりまとめ、地域一体
となった取組として推進するための「ビジョン・戦略」を作成する。

区分 内容

ビジョンの基本的事項 背景、目的、位置づけ

市の概要、水産業をとりまく状況の変化 地域概況、国などにおける水産振興の動向

市の水産業における現状と課題 市内水産業の基礎情報、課題

市の水産業が目指すべき姿 基本方針、将来像

施策の推進 施策体系、施策

表 水産振興ビジョン・戦略の構成（案）
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細
１漁業振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化

に向けた検討２地域振興策の検討

（1）目的

• 風力発電事業者側からの具体的な
発注見込み、ニーズなどの情報提供
を市内の関連事業者に対して行う。

• 令和5年度業務における地域振興
策の事業スキームをさらに具体化な
ものとする。

（2）具体的な調査

① 洋上風力発電に伴うサプライ
チェーンに関する勉強会の開催

② 関係者等ヒアリング
③ 地域振興策の取りまとめ

令和5年度に立案した地域産業振興策の事業スキーム

発電事業者 いちき串木野市
商工会議所/銀行 域内事業者

探索の
相談・依頼 募集・説明会

の開催

業務委託・発注
域内従業者

O＆M発注

O＆M
サービス

業務委託・発注

域内事業者

雇用創出 雇用創出

商品・サービス
等の流れ 金の流れ 域内主体 域外主体

作業輸送船の運航 基礎部のメンテナンス 陸上設備のメンテナンス

商品・サービス提供

資材輸送船の運航 機器の塗装 陸上設備の建設

いちき串木野市

連携連携

相談・支援の紹介相談・支援の紹介

雇用創出

イメージ写真（日本郵船） イメージ写真（特殊高所技術） イメージ写真（東京電設サービス） イメージ写真（日本郵船） イメージ写真（オーエム工業） イメージ写真（大豊重機）

O＆M事業者
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細

（3）各調査方針
① 洋上風力発電に伴うサプライチェーンに関する勉強会の開催
• 市内の関連事業者を対象とした洋上風力発電に伴うサプライチェーンに関する勉強会を開催。
• 現在いちき串木野市沖の洋上風力発電事業を計画している事業体から講師招聘し、具体的な事
業の進め方に関する情報提供を行ってもらう。

区分 内容

対象 市内関連事業者

講師 現在いちき串木野市沖の洋上風力発電事業を計画している事業体

第1回プログラム 発電事業者が想定する具体的な施工方法などの情報提供
発電事業者との意見交換

第2回プログラム 発電事業者が想定する具体的なO&M方法などの情報提供
発電事業者との意見交換

表 勉強会企画（案）

１漁業振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化
に向けた検討２地域振興策の検討



13

３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細

（3）各調査方針
② 関係者等ヒアリング
• 一連のサプライチェーン構築・参入にあたっての課題（技術面、法制度面、経済面）や設備投資・
人材確保の可能性、課題解決のためのニーズなどを把握するため、市内産業関係者へのヒアリング
を実施する。

段階 事業 ヒアリング事業者

製造段階 基礎用鋼材、増速機等の表面処理・
塗装

船舶製造・修理業者
塗装工事業者

建設段階（陸上） 陸上変電所の建設、陸上ケーブルの敷
設

土木工事業者
電気工事業者

建設段階（洋上） 風車の設置、基礎の設置、海底ケーブ
ルの敷設 海洋土木工事業者

O&M段階 O&M、船舶の維持管理 風力発電メンテナンス業者
船舶製造・修理業者

撤去段階 風車の撤去、基礎の撤去、海底ケーブ
ルの撤去 海洋土木工事業者

表 関係者ヒアリング（案）

１漁業振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化
に向けた検討２地域振興策の検討
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細

（3）各調査方針
③ 地域振興策の取りまとめ
• 製造段階、建設段階、O&M段階などの個別の事業スキーム（主体、役割分担、資金調達方法、
取組、成果など）をふまえ、発電事業者に期待するシーズや支援内容、市が行政として推進すべき
施策・取組をあわせて整理し、地域振興策として取りまとめる。

１漁業振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化
に向けた検討２地域振興策の検討



15

３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細
１漁業振興策の検討 ２地域振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化

に向けた検討

（1）目的

• 市内港湾を活用した産業拠点化の方針をとりまとめる。

（2）具体的な調査

① 港湾活用方針の立案
② 港湾活用の基本構想の作成
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細

（3）各調査方針
① 港湾活用方針の立案
• 現在国に指定されている拠点港やO&M港における港湾管理者を対象として、拠点港指定に意向
を示した背景・経緯、地元自治体や風力発電事業者などの関係者との調整事項、意向調査や整
備にあたり整理すべき事項などを把握するためのヒアリングを行う。

区分 内容

対象 拠点港の港湾管理者、O&M港の港湾管理者（各1港程度）

聞き取り項目
• 拠点港指定に意向を示した背景・経緯（O&M整備に踏み切ることになった
背景・経緯）

• 地元自治体や風力発電事業者などの関係者との調整事項
• 意向調査や整備にあたり整理すべき事項 など

表 港湾管理者へのヒアリング企画（案）

１漁業振興策の検討 ２地域振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化
に向けた検討
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３.本年度（令和6年度）の調査内容

２）各調査詳細

（3）各調査方針
② 港湾活用の基本構想の作成
• 先行地域との意見交換を行いながら、県と市の役割分担を明確にした施策の進め方を「ロードマッ
プ」としてとりまとめるとともに、活用や拠点整備などのイメージを将来像として作成する。

１漁業振興策の検討 ２地域振興策の検討 ３洋上風力産業拠点化
に向けた検討

図 ロードマップや将来像の作成イメージ
出典）鹿嶋市
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